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新宿区多文化共生連絡会 会議要旨 

分科会③：「災害時の外国人支援について」 

 

日 時 ： 平成２２年８月５日（木） １８時３０分から２０時３０分 

会 場 ： ＮＰＯ法人在日外国人支援センター 

参加者 ： ９名 

（共住懇・山本重幸、NPO 法人在日外国人情報センター・小池昌、NPO 法人難民支援協会・石井

宏明他、新宿区社会福祉協議会・滝上裕嗣、出店富美、新宿未来創造財団・畑山好信、新宿区・

月橋達夫、小滝靖） 

 
 

～開会について～ 
Ａ：分科会リーダーということで私が進行してよろしいでしょうか？よろしくお願いいたします。

今日初めての方もいらっしゃると思いますので、簡単に自己紹介からお願いいたします。 
 
 
～参加者の自己紹介～ 
【参加者の自己紹介・活動紹介】 
 
 

～災害ボランティアセンターについて～ 

Ａ：はじめに、この分科会は「災害時の外国人の方を支援する」ということを考える分科会にし

ますよ、ということをお互い了承いただきたい、と思います。そのなかで前回具体的に決まり

ましたことが、７月１６日の会議でこの分科会がこれから活動しますよ、ということと、その

ときに会員メンバーがＢさんとＣさん、そして私でした。事務局からはＤさんに出席していた

だきました。分科会の活動目標がここで決まりまして、今後の展開としてまず基礎情報の収集

から始めてはどうか、というご提案があって本日の会議となりました。ここからどういうふう

に進めていきましょうか？さきほどこの資料をご提供いただいたので、この災害ボランティア

センター運営マニュアルについて説明をいただけますか？ 
 
Ｅ：これは災害ボランティア運営センター運営マニュアルということで、平成２１年３月に作成

しました。もう１年経つような感じになります。内容としましては、まだまだなかの人間から

見ても具体的なところがでていません。これはもともと阪神淡路の震災があったときの大阪、

それから千代田区の社会福祉協議会、こちらのほうはそういった取り組みが進んでいまして、

このマニュアルを基にいいところ取りをして作成しております。ですから、新宿特有の事情、
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外国人の方や高齢化が進んでいるところとか、そういった細かいところや障害者の方の視点な

どはまだ入っていませんので、これについては来年度改定の予定となっています。今年度は改

訂にむけていろいろな材料をさまざまな形で拾い上げて、それを基に作成したいと考えていま

す。あと、職員の初動マニュアルについてですが、もう少し具体的に誰がどう動くか、そのへ

んのところを確認したうえで本年度中に作成したい、と考えています。災害ボランティアセン

ターということについて、ここで説明をしたほうがいいでしょうか？ 
 
Ａ：どういう経緯で災害ボランティアセンターを立ち上げるのか、というところから説明してい

ただければ、と思います。 
 
Ｅ：社会福祉協議会は、平常の業務がさまざまな地域のお困り事をお持ちの方とかに、同じ住民

であるボランティアの方を紹介したりすることで同じ住民同士で支え合い、助け合いを広げて

いきたいと考えています。地域福祉の推進を目的としている団体ですので、お困り事をもって

いる方と支える方、それぞれ地域に糸を張り巡らせていきたいと考えています。まだまだその

辺のところは足りないところがあるのですが、平常時のお困り事をお持ちの方は災害時の要援

をされる方もいらっしゃると思いますので、そういった情報を蓄積していって、また一方で福

祉協議会自体が区市町村ともネットワークがある、そのへんのところで実際災害が起きたとき

にさまざまなかたちで活かせるのではないか、また活かさないといけない、ということで災害

ボランティアセンターという組織を立ち上げる、ということです。災害時のときは社会福祉協

議会の機能が災害ボランティアセンターに代わる、というふうな感じでしょうか。 
  一方で災害の度合いによっては、通常の業務もしながら、ということになると思います。一

応そういったかたちで災害時のときに情報、ノウハウを活かすために災害ボランティアセンタ

ーを立ち上げる、ということになります。まだまだ具体的なところが足りないところもありま

して、問題提起に終わっているところなどもありますので、そのへんのところは今後改訂しな

ければいけないところなのかな、と思います。 

 
 
～意見交換～ 
Ａ：東京都で一つの地域モデル、というものを昨年の会議で出しましたのでご説明したい、と思

います。敲きが長岡市の外国人災害支援センターがモデルになっています。そのなかで上から

いきますと、区市町村とありまして、その下に外国人支援センターをつくる。社協（社会福祉

協議会）さんのボランティアセンターはこちらになると思います。そして、ここではそれとは

別に外国人のための支援センターを設けて、これはモデルとしては地域の国際交流協会、ここ

が核となって支援センターを運営してはどうだろう、というところが大きな枠としてあります。

そのなかで具体的に外国人支援団体の方とか、地域のキーパーソン、町内会・自治会という方々

もそのなかにあって、外国人と外国人コミュニティにアクセスしていく、というようなモデル

です。配布した資料をみてもらうと、ここにちょっと違いがあります。これは全部一つのボラ

ンティアセンターのなかでこの団体をまわしていこうというイメージです。 
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Ｅ：これは新宿区地域防災計画のなかのもので、平成１７年度作成のものです。ちょっと古いん

ですね。 
 
Ａ：平成１７年時点では、新宿区では外国人が災害時の要支援対象になっていませんでした。要

支援対象になったのは１８年度からです。外国人支援団体の仕組みとかは、ある程度新宿区で

は動いていると思います。要はこれを全体としてまとめていく仕組み、これを話し合うことが

大切かな、と思います。 
 
Ｄ：社協のボランティアセンターは、新宿未来創造財団でも語学ボランティアを掌握しています

よね。あそことの連携は特にないのでしょうか？ 
 
Ｅ：まだそれほど連携はないですね。 
 
Ａ：連携というか協定を結ぶんですね。資料の後半のほうで出ていますが、具体的な支援関係と

いうことで・・。新宿区の場合、未来創造財団と危機管理の協定を結ばないといけないですね。 
 
Ｃ：基本的な質問ですいません。２つあるんですけど、一つはまず東京都は区割りといってもい

ろいろいりくんでいたりして、例えば、私たちの四谷であれば意外と公益避難場所は迎賓館だ

ったりして、区を越えたりしていることがあって、その辺で区だけでちゃんとまとまるという

ことにどれほど意味があるのか、ということです。 
さっき千代田区の話しもありましたけど、有機的な横のつながりというのはどの程度イメー

ジしているのでしょうか？新宿だけでつくることが現実的にどの程度のイメージができるのか、

ということです。新宿区だけでこれから立てていくのがいいのか、そのあたりは意識しながら

やる、というところに疑問があります。我々は地元といいながら四谷にありますけど、四谷近

辺にいる方はほとんどいなくて、結局みんな外側なんです。あるいは馬場もある程度は集中し

ていますけど、馬場に集まってくるある民族の方も自宅は区外にある、ということがあったり

するので・・。 
 
Ｆ：馬場であっても逃げるときには、箱根山に行くよりは学習院に行くほうが早い、ということ

もありますので。それは充分みなさん、意識する必要があると思いますが・・。 
 
Ａ：今のＣさんのご指摘なんですけど、東京都のほうでも“五・六区制”という考え方がありま

す。“五・六区制”がどういうことかというと、基本的に都内の地域国際交流協会をいくつかま

とめるというイメージがあるのですが、実は、東京都内に地域国際交流協会は全自治体にある

わけではなんですね。当然、面積的とか人口の割合のバランスとかバラバラですから、ブロッ

クとしてどのくらいまとめるのが適当か、そこまでふみこんだ議論がまだないんですね。 
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Ｂ：というよりもエリアによって危険度・安全度というのが違うんですよね。はっきりいって下

町と新宿では危険な度合いが違うし、何が危険かという内容も違う。たぶん新宿で一番危険に

なるのは、降ってくるガラスだろうと思われます。向こうは地面自体が沈んで、火事が起きて

みたいなことが想定されるわけで、そのあたりを広域で分けるとすれば被害の状況を想定して

変えてくるのが本当は正しい、と思います。 
 
Ｇ：さきほどの国際交流協会が支援センターの立ち上げに大きな力を及ぼす、というか体制をつ

くっていくというお話しなんですが、新宿区でいうと国際交流委員会は財団をイメージして、

ということで私は理解しているんですが。 
 
Ａ：財団とおっしゃいましたけど、財団ではない地域国際交流協会もあるんですね。武蔵野市な

んかでも昨年財団になったんです。地域によって本当にバラバラで、まったくないという地域

もありますよね。 
 
Ｇ：新宿区については、未来創造財団が現在ほかの地域でいう国際交流協会のような仕事をやっ

ているとイメージしています。あと外国人支援センターが一番目指す役割としては、外国人の

方に対して多言語で情報を災害時に発信していく、ということが役割だと理解しています。 
 
Ａ：そうですね。まず短期的には被災直後の支援体制ですね。中長期的には外国人の方の特徴と

して在留資格、それからその他の生活全般の相談業務とか生活支援ですよね。 
 
Ｂ：そこから説明するよりも、災害にあった人たちの生活の相談が主だと思います。例えば、パ

スポートがなくなったとか、お金がなくなった、どこに逃げていいか、どこに行けば何をもら

えるか、全然知らないわけですから、事前にそういうことを教えておかないといけないわけな

んですが、どんなに教えてもやはりその場で出てくるわけですね。それについての細かい説明

や解説、それがボランティアの方の一番必要なところになってくるんだと思います。あと、怪

我とか病気の場合の医師への状況の説明、これは本当に必要なんじゃないかと思います。 
 
Ｆ：実際問題として新宿区のなかに通訳ボランティアという制度はあるんですか？ 
 
Ｄ：区としてはないんですが、もともと、さきほど国際交流協会の話しがありましたけど、そこ

から平成１７年に外国人に対して区としての姿勢を示そう、ということになって、うちの課が

できたんですね。平成５年から、国際交流協会のときから外国人の相談体制、それから語学ボ

ランティアについては続けているんですね。そういうまとまりとしてはつかんでいます。それ

をどう活かしていくか、という仕組みがまだできていないのでこれから作っていかないと、と

思っています。 
 
Ｂ：私が考えていたのは、東京都の語学ボランティアの研修をやってきたんですけれども、使い
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方が下手なんです。ボランティアの方をお客様扱いすると、ありきたりのこと、マニュアルに

ある範囲内でしかやらない。例えば、目の前で足が折れてどうこう言っている人に対しても、

「痛いですか？」みたいなことしかできないわけです。私はもっとボランティアの質を高めて、

ある種いろいろな種類のボランティアの方を要請していくことができるんじゃないかな、と思

います。特に新宿の場合は、すぐそこに日赤の東京支社がありまして、毎月のようにいろいろ

な研修を教科書代だけでやっているわけです。そういうものに例えば、語学ボランティアをや

っていただいた方で、また有志を募ってそういうところに送りこんで技術を身につけてもらう、

そういうシステムがあってもいいんじゃないか、と思います。 
   
Ａ：例えば、東京都の外国人支援ネットワークというところで外国人の相談窓口をやっているん

ですが、ここで通訳の方はみなさんボランティアなんですけれども、新宿区でやっている相談

業務のように非常に相談内容が多岐にわたりますよね。そこに接することによって通訳ボラン

ティアさんの通訳の質がかなり小慣れてくるんです。そういう仕組みを日常からつくっていく

と・・。 
 
Ｂ：日常からボランティアの方も何かやりたいんですよ。彼ら自身も勉強したいし、技術を身に

つけたいし、通り一変の右から左への通訳はやりたくない、というところもありますので、い

ろいろな技術を身につけていただいていって、いろいろな相談に応じられるそういうスペシャ

リストの通訳さんをどんどん養成していくことが望ましいと思います。 
 
Ｇ：東京都のボランティアは無償ですか？有償ですか？ 
 
Ｂ：動く場合には交通費がでます。あとはお弁当がでます。ただ無償であってもやってくれる方

たちは結構いるんじゃないでしょうか？基本的にあそこの一番の欠点は英語の方しかいないん

です。一番必要とされる中国・韓国の方々、ミャンマーの方は言葉ができない方が多いのであ

れなんですが・・、ここ新宿区は世界で一番日本語学校が多い地域です。大学もありますし、

日本語ができる外国人の方は相当いらっしゃいます。そこらへんのところに、なぜ語学ボラン

ティアが必要なのか、ということを訴えかけることによって、かなり協力していただける方が

でてくるのではないか、と思います。無償であっても何か＋αの、例えば何か身につけられる

ものがあればやってくれるのはないか、と思います。 
 
Ｈ：ボランティアの方はすべて登録制になっていますか？ 
 
Ｂ：東京都でも中国人の方が一時期増えました。なぜ増えたかっていうと、中国語メディアが訴

えてくれた。それによって賛同してくださる方が増えたんです。それから韓国人の方の場合は、

日本語学校の先生が訴えたことによって、生徒さんが大量に応募してくれたということがあり

ます。協力してくれるところがあれば、状況が状況ですのでこういう状況のときに同胞を助け

ようというのであれば、協力してくれる方は相当出てくるのではないかと思います。 
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Ｆ：特に中国・韓国の方は、圧倒的に人数が多いわけですし、なかには言葉を話せない方も多い

わけです。 
 
Ａ：新宿は外国人が要援護者から支援側にまわる、という転換を作る必要がありますね。 
 
Ｂ：例えば東京都においても、現実問題として彼ら自身も被災者ですから、正直言ってどれだけ

出てくるか、ということは、私はあまり信用していないわけです。もう一つは住んでいらっし

ゃる地域や働いている地域、それぞれの段階で同じ人たちが登録をダブってしている、という

ことが非常に多いです。たとえば３００人いるといっても、現実問題として１００人しかいな

かったりするケースが多いので、それはそれでしょうがないと思います。それで、本当にアテ

になるのは、例えば新宿に働きに来ていらっしゃる方で被災者ではなかったという方、こうい

うことが結構ありうることですから、そういう人たちがわざわざ来て手伝ってくれる、という

ことは十分に考えられることですし、そういう方も含めて登録者にしてしまわないとただでさ

え人数が足らないと思います。 
 
Ｈ：ボランティアの研修というのは、教室で行うということになりますか？ 
 
Ｂ：いろいろなケースがあります。シミュレーションを行う場合もありますし、防災館での訓練

みたいなものもあります。 
 
Ｈ：それはどのレベルで？ 
 
Ｂ：東京都の場合は東京都でやっています。だいたい６００人位の方が登録をされているんです

けれども、１回につき６０人くらい、年に５回くらいやっています。 
 
Ｆ：情報伝達訓練は年１回ということで決まったのですか？ 
 
Ｂ：それは毎年やっています。国際交流団体の協力の基でやっています。 
 
Ａ：一昨年かその前に新宿多文化共生プラザでもやりましたよね。 
 
Ｂ：場所はだいたい決まっているんですよね。武蔵野であったり、中野あったり、町田であった

りです。 
 
Ｆ：中野は“やさしい日本語”というカテゴリがあるんじゃないですか。あれは非常に外国人の

方に評判がいいですし、翻訳をする際にもやりやすいんですよね。 
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Ｂ：私は新宿区なんかでも“やさしい日本語”というのを普及したいんですけれども・・。 
 
Ｃ：“やさしい日本語”とか各国語、特に中心である言語は神戸のほうでやっているFASIL1（多

言語センター）とかがありますよね。あれを活用するようなイメージはあるのでしょうか？ 
 
Ａ：難しいのは、細かいところになると各自治体によって微妙に違うんですよね。罹災証明をだ

す、といったときに本当だと全国一律だと助かるんですが、細かい規定のなかで日付とか条件

とかが微妙に異なるんですね。 
 
Ｂ：みんな本当は情報共有化してやれると一番いいでんですけど・・。それが都内のレベルでも

なかなか同じにならない。ひとつ言えることは、例えば新宿区がそういったものを公共で使え

るものに関しては著作権を放棄していただく、それを共有化していく、これは絶対に必要なこ

とだろうと思うんです。あとは、情報の共有化という意味でその団体でだしているものもどん

どん活用して、それをブラッシュアップしていく。で、自分たちの使いやすいものを作ってい

くという考え方で、公的なものに関してはいいんじゃないかと思います。 
 
Ｆ：去年と一昨年で災害時に外国人支援、主に国際交流協会に問い合わせがきたときにこういう

ふうに答える、というひな形を作ったんですね（PDF で作成。東京都の国際交流委員会のトッ

プページよりダウンロードできる）。このなかである程度シミュレーションして、外国人からこ

ういう問い合わせがくるでしょう、という Q&A のひな型をつくりました。それでそのあとに、

答えるにあたって災害の基礎知識みたいなものとか、災害訓練をするときにこういうツールが

ありますよ、というようなリンク集を解説付きでやったので、災害についてはリンク集をみれ

ば、一通りのことは分かるようなものは作成してあります。 
 
Ｂ：基本的にはゼロから何かを作るということよりは、既存のものを全部見ていいとこ取りして

いけばいい、と思います。 
 
Ｄ：ちなみにミャンマー語は画像ファイルになってしまいます。 
 
Ｅ：我々も伝達はしたいので、基本的な部分だけは翻訳を考えているところなんですが、全部が

全部翻訳することは無理なので、日本語なり英語なりが分かる人がちゃんと意味として位置づ

けられるように、各コミュニティごとに、とは思っています。比較的少数民族ごとのコミュニ

ティが多いので、それはそれぞれに必要なのだろうと思います。そこは微妙に新宿というふう

な形では固まらないので・・。 
 

 
1 FASIL 地域住民である外国人が必要とする情報の翻訳、生活現場で必要な通訳者の派遣など、地域

の多言語環境を促進し、また外国人を含む地域の住民や行政機関、医療機関、地域の企業などからの

多言語・多文化なニーズに様々な形で対応している。専門分野でありながら「ボランティア」の領域

であった活動を NPO のコミュニティビジネスとして 28 言語で展開している。 
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Ｈ：ただ被災したら、新宿区に集まる可能性が高いですよね。 
 
Ｅ：時間によりますよね。夜中だったら集まることはできない。 
 
Ｈ：中越地震とかで聞いたのは、外国人が自分たちで集まって、例えば教会とか学校とかそうい

うところに集まる、ということです。 
 
Ａ：ある考え方として、災害の一番最初のときには公共施設に集まるだろうと、それが１週間、

２週間経ったらそういう地域コミュニティにだんだん人がまとまっていくのだ、と思います。 
 
Ｄ：新宿のなかでコミュニティというと、韓国の方は教会があるから分かるのですが、中国の方

は・・？ 
 
Ｂ：中国の方、韓国の方が必ずしも教会に集まるというわけではないのですが、本当の意味でた

ぶん集まるのはフィリピンの方くらいなんだろうと思います。区のなかでこういう話しをする

必要もあるんですが、広報的にはほかの地域でも同じサービスが受けられますと、なおかつ、

○○人の方はこのへんに集まる傾向が多いみたいです、というようなインフォメーションをで

きればやったほうがいいと思います。 
 
Ａ：それを基礎調査として事前に調べる必要がありますね。ですから事前の教育ということは、

絶対に必要だと思います。 
 
Ｆ：それで体制作りの話しになっていくと思うのですが、避難所で外国人がどうするか、という

ことについては、防災館での体験と同時に避難所で自分たちはどう扱われるか、どう振舞えば

いいか、ということについて・・。 
 
Ａ：避難所のシミュレーションをできる場所がないんですよね。それは日常というか、年間のな

かにある非難訓練のときに実際に検討する必要があると思います。避難所のシミュレーション

を避難訓練のプログラムのなかに入れることをわれわれは提案します。そうすると何が必要か

というと、“避難所運営マニュアル”の多言語化なんです。 
 
Ｂ：少なくともボランティアの方には事前にそういうものを渡して、勉強しておいてほしいです

よね。 
 
Ａ：ところが実際の避難所運営はどうしているか？というと、かなり限られた避難所運営の役員

の方だけがそれをもっていて、一般市民が誘導されて入ってくるお客さん扱いなんです。外国

人の方もそのなかでおとなしく並んでいてね、というのが・・。 
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Ｂ：その後にどういうふうな待遇が待っているのか、ということを本当だったらボランティアの

方も知っておかないといけません。ただ東京都もそうなんですが、結局事故が起きるとか、何

か危険性があるというようなことは一切やらないんです。でもそれはありえないわけなんです。

運営マニュアル通りに事が運ばないことのほうが無意味なことですから。なんとかそれをやり

ましょう。 
 
Ｈ：私たちが今一番接するコミュニティがビルマ、ミャンマーなんです。例えば、中国の方、韓

国の方などは日本語学校に通っている方が多いと思うのですが、ビルマの方はそうじゃないん

ですね。きちんとした防災訓練を受けたことがないんです。今新宿にいるミャンマーの方は３

番目に多いんです。 
 
Ｇ：地域ごとにいわゆる防災訓練を８月末に新宿区でやるんですが、そういったものの周知がミ

ャンマーの方に行き届いていない、ということも原因となっています。 
 
Ｈ：そういうことも確かにあると思います。日本人コミュニティとの交流も限られているので、

なかなか行きにくい、というのもあると思います。 
 
Ａ：あと私がお願いしたいのは、“避難所”という表記を多言語化してほしい、ということです。

日本語として“避難所”を完璧に覚えてほしい、ということです。 
 
Ｂ：フィリピンの方に私のほうもやったことがあるんですが、“危険”とか“危ない”という表記

を字が読めなくてもいいから、絵として覚えてほしい。そうしないと会話のなかに避難所とか

危ないとか危険とかでてくるわけで、いちいちそれを transition していくと無駄なんですよ。 
 
Ｈ：一番ミャンマーの方の問題というのが、ミャンマー語をしゃべれない方がいる、字を読めな

い人がいる，ということです。だからコミュニティを巻き込んでやるしかない、ということで

す。 
 
Ａ：新宿区内のなかでは民族はいくつぐらい分かれていますか？ 
 
Ｈ：ほぼ全部あると思います。おそらくコミュニティというかたちをとっているのが、たぶん６

つ、７つくらいはあると思います。それぞれ組織があります。少なくともビルマ語で簡単な資

料がほしいです。生活の基本になる地図とか、そういうものを日本語のできるビルマの方に通

訳をしてもらう必要があると思います。 
 
Ｄ：部分的なものだったら協力できる、と思います。ただ、何ヶ月かに一度定期的に発行するも

ので、言語を増やすということはなかなか困難だと思います。 
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Ａ：そのためにリソースセンターとしてのプラザがあるんじゃないですか？ 
 
Ｄ：そうですね。そのために現在通訳ボランティア、翻訳ボランティアを募って組織化している

という状況です。 
 
Ｆ：一番はワンストップなんですね。このエリアはとりあえずここに行けばいい、情報とか食べ

物がある、というような情報を周知することが必要です。まずは避難所に来る、という情報・

知識だけは持っていてもらう。簡単な資料もそこに置いておく。ワンストップを徹底するとい

うことが必要です。 
 
Ｃ：とりあえず第１回目として、１、２ヶ月の間に９月に全体会があるので、リーダーを集めて

プロモーションのようなものをやろうと考えていて、その中身をどうしようかと思っています。 
 
Ｈ：実は今まで何回か防災は関係なくワークシェアのようなものを行ってきているんですね。そ

ういう連絡のつながりのようなものがあるので、それを活かして一度防災訓練のようなものが

できれば、と思います。室内でやるレベルだと思うので、今後できればと思います。 
 
Ｂ：予算は助成金がでそうですか？ 
 
Ｄ：うちで独自に持っているものがあるので、そのなかから対応できればと思います。 
 
Ｂ：外国人の訓練で一番必要なのは、行列を作って移動する、ということです。外国人の方はこ

れができないんですよ。この訓練というのが必要になると思います。 
 
Ｆ：何か食べ物を供給するときに、列をつくって並んでもらってという訓練をやるとか・・。案

外日本人が普通にできることが外国人の方にはできなかったり、中国の方もたぶんできないと

思います。 
 
Ａ：あと何か問題点とかありますか？ 
 
Ｆ：すぐにできることとして、避難所に多言語表記のものは置けますか？それは多言語表記の表

示ができるように、例えば“トイレ”とか。大久保小学校の避難所には置きましたよね。 
 
Ａ：やっぱり通常の避難訓練で、どの地域でもそれが表示されているという環境にはなかなかな

らないと思います。 
 
Ｆ：そういうのを、たとえば PDF かなんかで作っておいて設置しておくというのは、基本的に考

えれば絶対必要なんです。 
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Ｅ：紙にして印刷したものがないと、地震があってからコピーをというのでは間に合わないので

はないでしょうか？ 
 
Ｂ：それでも、間に合わなくてもないよりはマシなんですよ。とにかくそれを作ってどこかに置

いてあるということ、それが一番必要だろうと思います。 
 
Ｃ：だから私たちがよく問題にするのは、要するに外国人の方々が多く集まっているところには

当然ツールも多いし、みなさんも気がつきやすいんですけど、そうじゃないところ、新宿区内

でも落合方面とかだと大学もありますから、たぶん学生さんがいるだろう，ということで終わ

ってしまうんですね。そういうところのサポートをどうするのか、ということです。 
 
Ｅ：さきほどの避難所の話しなんですけど、なかなか避難所に行くというメンタリティーになら

ずに、外国人の方は自分たちでどっかに、避難所と指定されていないところに集まる傾向があ

ると思います。神戸でもそうだったんですが、どっちにしてもキャパシティが絶対足りないに

決まっているということを考えると、そういうようなことを想定して、結局外国人は避難所に

行かないかも、というイメージももっておかないといけないと思います。 
 
Ｂ：もう一つは、外国人に向けて拒否反応をおこす日本の方がいると思うでのすが、そういう一

般住民に対する教育を、町内会などと一緒にしなければいけないとおもいます。町内会という

存在はかかせない、と思います。 
 
Ａ：一つには避難所運営委員会ですか、そこにどう入っていけるか、という話しですよね。 
 
Ｆ：それと誰かが指揮をとらないといけないので、自警団を作らないとだいぶパニックになる可

能性あります。外国人の代表と日本人の代表が一緒になって、夜回りをする。外国人も含めた

自警団というかたちを構成していかないと、と思います。 
 
Ｅ：災害時ということ以上に効果がありそうな気がするので、それをやるということは非常にい

いことだと思います。 
 
Ｆ：あとは腕章だけでも用意しておけば、と思います。 
 
Ｂ：さっきも言いましたけど、新宿の場合、地震であれば他の地域から比べれば安全性は結構高

いと思います。最悪の事態というのはここについてはたぶんならない、と思います。ただひと

つは、それを口実に町内会なんなりに外国人の方が受け入れてもらえるいい機会じゃないか、

という思いは正直あります。 
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Ｆ：こういうことを考える団体というのはなかなかないですよね。ある程度それを想定して、日

本人に分かるためのパンフレットをあらかじめ作成しておく必要があると思います（外国人は

こういうふうなことをする可能性があります、列を作らない場合があります、など）。 
 
Ｂ：そういうのもありますけど、マニュアルでいろいろな society の方には、日本の人たちは必ず

こういうふうに行動しますから、あなたも同じように行動してください、ということを伝えな

ければなりません。 
 
Ｈ：日本のマナーですね、ルール、マナーというのは絶対に必要になってきますので。 
 
Ｂ：阪神大震災のときに一番みんなが驚いたのが、強奪がなかったということなんですね。日本

はそういう国なんだと。絶対にそういうことは起きないので、あなたも絶対にやってはいけな

い、列に並んでいれば水も食糧も供給されるから安心してください、ということを伝えるべき

です。 
 
Ｆ：あと新宿区でもしできればいいんですけど、災害伝言ダイヤル、新宿区でアドレスを１つと

っておいて、そこに伝言を入れてもらえば必ず安否確認の連絡がいく、というができればいい

んですけど、それをひとつ検討してもらえませんか？ 
 
Ｇ：内容がまだよく分かっていないので、必ずやります、ということは言えないんですが・・。 
 
Ｆ：たぶん普段からの家族のアドレスを入れて、災害時に伝言ダイヤルできるように、まだ日本

人もしていないんですけど、３つから５つ入れられるので、そのうちの１つをどっかに集計し

てもらうといいんですが。なかなか行政の方にやってもらえないので・・。：今企業では有料で

社員に対してそういう会社と契約して、会社の従業員に対してはそのサービスをやっているん

ですね。 
 
Ｂ：新宿区の水害はどうなっているのですか？ 
 
Ｇ：都市整備局のハザードマップでは、比較的安全な地域だと思います。以前よりはかなりよく

なっていると思います。 
 
Ｆ：地下鉄の治水はどうでしょうか？ 
 
Ｄ：ちょっとそこまでは分からないですが・・。 
 
Ｂ：地下鉄より地下室が一番危険ではないでしょうか？練馬あたりでは地下室で溺れて亡くなっ

た方がいましたから。 
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～今後の進め方について～ 
Ａ：次回はもう全体会になってしまいますか？ 
 
Ｇ：分科会によってはもうすでに２回やっているところもありますし、まだどこかで分科会を設

定していただいて、全体会については９月末を予定しております。 
 
Ｂ：ここを使うのであれば、月曜日の夜以外ですといつでも大丈夫です。 
 
Ａ：とりあえず今日の話をいったんまとめて、次回再整理ということでよろしいでしょうか？あ

と、この分科会ではメールの交換を連絡手段として活用しようということですので、今後の日

程についてはメールでやり取りしたい、と思います。本日はありがとうございました。 
 

以上 
 
 

 


